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S造01 
Drawingの活用フロー

1.設計初期の構造図の作成
① 構造モデルの作成

一貫計算ソフトウェアeGenで3Dモデル
を作成します。

② 構造図の自動生成
構造モデルを読込み、自動で図面を生
成します。

③ レイアウトの調整と図面配置
図面枠に収まるように、通り名や寸法位
置を調整します。

④ 図面のリタッチ(追記/編集)
eGenで対応していない形状や情報を描
き込みます。

・・・・ 完成！

2. 設計変更の対応
⑤ 構造モデルの変更

eGenにて3Ｄモデルを変更します。

⑥ 構造図の自動更新
変更した3D情報を再度読込み、自動生
成された図面を更新します。

・・・・ 完成！

設計変更

⑤構造モデル変更 レイアウト情報維持 リタッチ情報維持 完成

設計初期

読込み
②自動生成

読込み
⑥自動更新

①構造モデル作成 ③レイアウト調整図面配置 ④リタッチ(追記	/	編集) 完成



S造

1.構造モデル概要
構造モデルは下記を想定します。
・用途：オフィスビル
・構造種別：鉄骨造
・階数：地上3階、地下1階
・建築面積：318.48㎡
・延床面積：1196.17㎡
・建物高さ：12ｍ

2.作成図面の種類
Drawingで以下の構造図を作成します。

・伏図：
地下1階伏図 / 1～3階伏図 / 
PH階伏図 / 屋根伏図

・軸組図：
Ｘ軸：X1 / X2 / X3
Ｙ軸：Y1 / Y2 / Y3
Ｒ軸：R1 / R2 / R3
Ｓ軸：S1 / S2 / S3

・部材リスト：
RC：
柱 / 大梁 / 小梁 / 地中梁 / 壁 / スラブ
S：
柱 / 大梁・片持ち梁 / 小梁 / ブレース / 
デッキスラブ / 露出柱脚 / 梁継手

eGenモデル Drawing作成図

02 
構造モデル設定と作成図面
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S造03
設計初期の構造図の作成Ⅰ

①
自動生成
する伏図
を選択

②
自動生成
する軸組
図を選択

③
自動生成
する部材
リストを
選択

1. 構造図の自動生成
eGenのモデルファイルを読込んで構造図
を自動生成します。

① 伏図を生成します。　

② 軸組図を生成します。

③ 部材リストを生成します。



S造

2. 伏図の作成

1) レイアウト調整

①図面枠に図が収まるように通り芯名・
寸法位置を調整します。　

②タイトル位置を調整します。

③図面枠に図が収まる位置に移動します。

03
設計初期の構造図の作成Ⅱ
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S造
2. 伏図の作成

2) 図面配置とリタッチ

①図面を図面枠に配置します。

②階段を追記します。

③開口位置を追記します。

・・・・ 伏図完成！

03
設計初期の構造図の作成Ⅲ
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S造03
設計初期の構造図の作成Ⅳ

3. 軸組図の作成

1) レイアウト調整

①図面枠に図が収まるように階表示・寸法
位置を調整します。

②図面枠に図が収まる位置に移動します。

③消したいラインや文字を非表示にします。

④位置変えしたい文字を移動します。
1 1

4

3

3

3

4

44

3

2



http://jp.midasuser.com  l  11

S造03
設計初期の構造図の作成Ⅴ

3. 軸組図の作成

2) 図面配置とリタッチ

①図面を配置します。

②根切り線や必要なラインを追記します。

③部材レベル寸法を追記します。

・・・・ 軸組図完成！

2 2
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3 3
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S造03
設計初期の構造図の作成Ⅵ

4. 部材リストの作成

① 図面を配置します。

1
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S造03
設計初期の構造図の作成Ⅶ

4. 部材リストの作成

① 図面を配置します。
異なる部材リストを一枚の図面に配置す
ることが出来ます。

・・・・ 部材リスト完成！



S造04
設計変更の対応Ⅰ

1. 伏図の変更と更新

1) 設計変更に合わせてeGenのモデルを
修正します。

A:鉄骨柱サイズ変更
・SC2,SC4：□-300×300×19
　　　　　  → □-350×350×19
・SP1,SP2：H-300×150×6.5×9
　　　　　  → H-150×150×7×10

B:鉄骨梁サイズ変更
・SB1：Ｈ-300×150×6.5×9
　　　 →SB5:2[-150×75×6.5×10

C:鉄骨柱と鉄骨梁の接合部を変更
・SP1&SG1A：柱通し → 梁通し
・SP2&SG3A：柱通し → 柱・梁剛接

D:デッキスラブ・鉄骨小梁レベルの変更
・DS1＆SB5：3SL±0 → 3SL-150
・DS2＆SB5：3SL±0 → 3SL-150
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S造04
設計変更の対応Ⅱ

1. 伏図の変更と更新

2) 変更モデルを読み込みます。

3) A～Dが更新されました。

・・・・ 更新図面完成！

A
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S造
2. 軸組図の変更と更新

1) 設計変更に合わせて
eGenのモデルを修正します。

A:地中梁のサイズ変更

・地中梁の成1500 → 成1800

B:大梁サイズ・グループ名変更

・SG1:H-300×150×6.5×9

             → SGB1:H-400×200×8×13

C:鉄骨柱と鉄骨梁の接合部を変更

・SP1：柱通し → 梁通し

・SP2：柱通し → 柱・梁剛接

D:鉄骨梁天端レベル変更

・SB8：2SL-500 → 2SL-700

・X1通り天端：PH1SL-500 → PH1SL-800

04
設計変更の対応Ⅲ
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S造
2. 軸組図の変更と更新

2) 変更モデルを読み込みます。

3) A~Dが更新されました。

・・・・ 更新図面完成！

04
設計変更の対応Ⅳ
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S造
3. 部材リストの再作成
部材リストは自動更新されません。
自動生成後、再度レイアウトします。

1) 設計変更に合わせてeGenのモデルを
修正します。

A:鉄骨柱サイズ変更
・SC2,SC4：□-300×300×19
　　　　　  → □-350×350×19

B:鉄骨梁サイズ変更
・SB5：H-300×150×6.5×10
　　　  → 2[-150×75×6.5×10

04
設計変更の対応Ⅴ

A A

B
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S造
3. 部材リストの再作成

2) 変更されたリストを再生成、再配置します。

・・・・ 更新図面完成！

04
設計変更の対応Ⅵ

A AA

B





構造図サンプル



これらの図面は、

Drawingで自動生成した図面を元に作成した図面です。

以降の20枚の図面の制作に要した時間はどれぐらいだと思いますか。

およそ90分です。
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